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クロニックイルネス（慢性の病い）という言葉は，

臨床ではあまり馴染みがないかもしれない．まして

や，急性期中心となっていっている医療機関では，

慢性の病いというとあたかも古い，自分のところは

関係がない，遅れているというように思われるかも

知れない．

しかし，よく考えていただきたい．そして，一人

ひとりの患者様を思い出し，周りを見回していただ

きたい．病気が悪化して入院して来られる人，さま

ざまな重複疾患を抱えている人，そんな，病気だっ

たらどうしようと心配して外来を訪れる人があふれ

ているのではないだろうか．なぜ，こんなに糖尿病

が増えているのか，それに対して看護はなす術もな

いのか．ただ，入院してきた人の治療に対応してい

る看護でいいのか．病気で苦しんでいる人を中心に，

ケアを統合していく必要があるのではないだろうか．

こんな状況のなかでは，病棟でも外来でも，在宅

でもない，病いを生きる人を中心にケアを統合して

いく必要があるように思う．

「病いを生きる人」たちの
ケアの統合をめざして

本書は，『Chronic Illness―Impact and Interventions

（5th）』が翻訳されたものである．看護の本としては

かなり高価だが，20年にわたって著者らによって

精力的に改版され内容が充実してきた本書を，日本

語で読むことができるということを考えるとそうで

もないとも言える．

内容的にも，7章〈QOL〉，9章〈家族介護者〉，10

章〈ボディイメージ〉，14章〈クライエントと家族の

健康教育〉，22章〈在宅ケア〉，24章〈リハビリテー

ション〉といった今役立つ内容から，今後重要に

なってくると考えられる 4章〈慢性の痛み〉，13章

〈チェンジエイジェント〉，15 章〈アドボカシィ〉，

18章〈看護師によるケースマネジメント〉など充実

している．

看護実践の疑問や困難課題に出くわしたときに，

どこかの章をひもといていただきたい．そうすると

病気に苦しんでいる人とその人を取り巻く家族・社

会をどう理解すればよいか，示唆を得ることができ

ることだろう．それによって看護実践の視野が開け

てきて，新たな支援方法が見出せてくるように思う．

最後に，丁寧で吟味された日本語翻訳書を出して

いただいたことに心より感謝するととともに，多く

の看護者の手元に置いていただけることを願ってや

まない．

病気に苦しむ人とその人を取り巻く
家族・社会理解のために
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